
第３号様式（公開） 

ヨコハマ市民まち普請事業 

第 １ 次 整 備 提 案 書 

※ 記入上の注意 

 ①３号様式はページを増やさず、必ず２ページ以内でまとめてください。 

 ②３号様式は市民に公開しますので、個人が特定できる情報は記入しないでください。 

 ③位置図及び現況写真以外に、整備提案のイメージ図などの資料をＡ４判２ページまで添付す

ることができます。その際、資料の両側に15㎜以上余白を確保してください。 

整備提案名 

（２５字以内） 
矢向・江ヶ崎 歴史資料室の建設と世代間交流の場作り 

提案グループ名 

（２５字以内） 
矢向・江ヶ崎 歴史資料室を作る会 

グループの現在の主な

活動内容及び最近５年

以内の活動実績 

矢向・江ヶ崎の歴史、文化、地域の特徴を紹介する冊子『わが町 矢向・江ヶ

崎の魅力（仮称）』づくりをすすめている。今回提案の資料室建設と、この冊子

づくりを２大柱とし、町全体で「矢向・江ヶ崎 地域の歴史と魅力を見直すプ

ロジェクト」をすすめている。 

整備場所の所在地 

(町名又は丁目まで記

入) 

横浜市鶴見区 江ケ崎町（新鶴見小学校敷地内） 

※位置図及び現況写真（各Ａ４判１ページ）を添付してください。 

整備提案の内容 

（どのような整備を提

案するのか文章で記入

してください） 

 

現在、江ヶ崎町の個人宅に保管されている、多数の歴史資料（昔の生活用

具、農具など）を常設展示できる「矢向・江ヶ崎 歴史資料室（仮称）」を作

る。それらの道具はすべて実際に手に取ってさわったり、使ってみたりするこ

とができる。資料室には遊びのスペースや交流スペースを併設し、地域の大人

たち、特に高齢者と子どもたち、その保護者世代が、昔の道具を見ながら話を

したり、一緒に遊んだりして交流を図ることができる。またその会場を使って

「昔の遊びを体験しよう」など、さまざまなイベントを企画する。さらに通り

がかりにちょっと腰をおろして休んでいけるようなベンチも設け、地域の多世

代の人々が交流できる拠点とする。 

 整備費用の概算額：約 １，３００万円 

※添付資料として整備提案のイメージ図を添付することができます。（記入上の

注意③） 

整備提案の動機や背景

（整備に対する地域の

ニーズや整備によって

解決したい地域の課

題、整備の必要性など

に触れながら箇条書き

で記入してください） 

・個人宅で保管していた歴史資料の数が増え、保管場所が困難になった。 

・イベントで子どもたちに資料を見せるための運搬、展示準備が大変。（現在は

個人倉庫の２階に保管しており、上げ下ろしが重労働となっている） 

・急速に人口流入のある地域で、子どもの数も急増している。一方で高齢化も

すすんでおり、新旧住民の交流が大きな課題となっている。 

・今まで、矢向、江ヶ崎の町が合同で企画するイベントがなかった。このプロ

ジェクトをきっかけに両地域の交流を深めることができる。 

 

受付番号 Ｈ２６－       



 

整備の効果（整備した

い施設がどのような人

たちに利用され、地域

にどのように貢献する

と考えますか？） 

バリアフリー、エイジフリーで地域の世代間交流の拠点となる。資料室は地域

内２つの小学校で、授業に使用することができる。また、資料室の開放日やイ

ベントを通して、地域の子どもやその保護者が、地域の歴史を学んだり、昔の

生活を体験したりすることができる。また、地域の高齢者から、その使い方を

習ったり一緒に遊んだりすることで、世代間交流を図り、地域の中で自然に顔

の見える関係を築くことができる。地域の高齢者にとっては、自分たちのサロ

ンの場所として活用したり、昔の遊びを子どもたちに教えたり、竹とんぼやお

手玉といったおもちゃを作るなど、地域貢献ができ、介護予防にもつながる。 

 
整備した施設の維持管
理・運営（整備した施
設の維持管理や運営
に、提案グループや地
域住民等がどのように
かかわっていきます
か？） 

「矢向・江ヶ崎 歴史資料室世話人会（仮称）」を作り、管理運営する。イベン

ト等も企画し、参加者からは参加費をもらう。その中から光熱水費をまかな

う。町内会や地区社会福祉協議会が、この委員会をバックアップする。 

○提案内容におけるア

イデアやユニークさ 

○提案を実現するため

に活用する地域の資

源 

注４）○その他提案に

ついて特にＰＲした

い点 

・歴史資料を展示するだけでなく、その資料室を利用して多世代が交流するこ

とを大切にしたいと考えている。子どもたちが遊べるスペースを設け、昔のお

もちゃも置き、高齢者世代、子ども、その親世代が自然な形で交流できるよう

にする。またそのようなイベントも企画していく。 

・建設予定地は学校の一角であるが、道路にも面している。前方には学校の体

験農園があり、横にはビオトープもある、好条件の敷地である。施設のデッキ

部分にはベンチ等を置き、子どもたちだけでなく、保護者たちも一般の人も気

軽にひと休みできるような憩いのスペースとする。 

・資料の数は多いが、展示できる場所は限られるため、年に何度か、地域の人

と子どもたちが、ともに展示物の入れ替え作業をする。 

・自治会、地区社会福祉協議会、ＰＴＡ、地域の公的機関の運営委員が発起人

にメンバーに入っており、協働できる。 

・あいねっと（鶴見区福祉保健計画）を通して、広く地域の人たちに呼びか

け、子育て支援、高齢者介護予防、障害者支援、ボランティア団体など、いろ

いろな立場の方の意見や協力をいただき、協働してこの事業をすすめる。 

注４）「地域の資源」とは、次のようなものを想定しています。 

  ○「ヒト」の例 ・地域のＰＴＡから協力を受けられそう。 ・地域に設計の専門家がいる。 

  ○「モノ」の例 ・整備に必要な材料を安く入手できそう。 ・整備に必要な建設機械を安く借

りられそう。 

  ○「カネ」の例 ・自治会町内会から資金的な支援を受けられそう。 ・バザーなどで資金を集め

られそう。 

整備場所の地権者等注５）への提案内容及びコンテストに応募することについての説明状況 

説明の相手方 相手方の意見等 

教育委員会 

新鶴見小学校 

連絡済み 

注５）土地・建物を所有している、借りている、又は実質的に使用権利を持つ者（会社や行政機関も

含む） 

 記載内容について、次の内容を確認後チェックボックスに✔を入れてください。 

☑ 記載内容は真実であり、虚偽はありません。 

☑ 記載内容に個人情報は含まれていません。 



 「矢向 ・ 江ケ崎 歴史資料室 (仮称)」 

建設予定地 ： 横浜市鶴見区江ケ崎町 新鶴見小学校コミュニティハウス横 

 

新鶴見公園 

観察池 

体験農園 

防災備蓄庫 

 

新鶴見小学校 

新鶴見小学校 

コミュニティハウス 

 

 

新鶴見人道橋 

通用門 

正門 

建設予定地 

 

 

現地見取り図 (数字は添付写真撮影場所) 
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